











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































はいつでもどうぞ。研究室（人間社会 1 号館 3 階
の 313 号室）でも対応しています。 
 
 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 種のマンダラというのは、教科書の第 4 章の終
わりの方で紹介した、形象のマンダラ、観想のマ
ンダラ、自性のマンダラのことで、たしかに重要
です。この区別は、多くのマンダラ入門書でも説
かれていて、私のオリジナルではありません。イ
ンド密教の文献の中にも現れる言葉です。ただし、
一般の紹介では、形では表されない自性のマンダ
ラや、行者の瞑想の世界にある観想上のマンダラ
を、仮の形で表したのが形象のマンダラ、つまり、
われわれが普通に見るマンダラであるとされるの
ですが、私は実際にはそれが逆転していて、目に
見えるマンダラから観想するマンダラを再構築し
ていることに注目しています。だから、現実のマ
ンダラが設計図になるのです。さらに、そこから
密教美術の世界 
 925 
自性のマンダラに到達するのは、特別な瞑想のテ
クニックが必要です。それを行うことが密教のポ
イントになると思います。儀礼もそのために必要
なプロセスなのでしょう。 
